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- Development of a registration function for class teachers - 
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１．緒 言 

現在の出席管理システムは出席簿上に記入さ

れ，四半期毎の成績入力の際にコンピュータに入

力されている．その為に，リアルタイムに学生の出

欠情報の確認ができない．確認する為には科目担

当者に確認する方法があるが，時間と手間のかか

る作業になる．そこで，以下の問題が生じている. 

  1．教員が一定基準を超えそうな学生をタイムリ

ーに把握できない 

2．出席状況の総数に数え間違いがある 

3.1 の理由で事前に学生に注意を促せない時

がある 
 

２．研究のアプローチ 

本研究では上記で述べた問題をとりあげ,特に

教員が学生に対して，注意するタイミングを失する

という点について打開策の調査,問題を解決するた

めのシステム開発を行った． 

 具体的には，簡単に出欠席データの登録・変更

を行うことができる．出欠席データを処理して得ら

れる情報を確認できるように開発した．そして,出欠

席情報を管理しやすくするだけではなく，管理する

際に更に必要な機能についても調査・検討した． 

 また,この出欠情報管理システムは本校の出欠情

報の管理を改善するために開発したもので，他校

で用いることには適していない． 
 

３．結 果 

 担当教員と本校の教務センターの協力を得て現

在の出席管理システムの問題点と必要なデータを 

調査・分析した．その結果，事前に警告を表示させ

るようにし，担当者以外の教員もタイムリーに閲覧

できるようにした． 

 
     図 1：担任用登録インターフェース 

４．結 言 

 緒言で述べた問題の”出席状況の総数に数え間

違いが起こる問題”について，一日ごとに付けた欠

席・遅刻・忌引・早退の各総数の登録を行った時に

計算し，表示させることによって総数を数える必要

がなくなり，間違うことがなくなった．そして，"教員

が一定基準を超えそうな学生を把握できない問題

"について，欠席・遅刻の総数が決められた回数に

近づくと欠席警告欄，遅刻警告欄に警告を表示さ

せる機能を追加した．この機能の追加を行うことで，

教員がどの学生が危険なのかを把握し，学生に注

意を促すことができる． 

しかし，ここで問題が生じた．まず，開発を行っ

た出欠情報管理システムではデータの更新が 1週

間,1 ヶ月単位で行われた場合,警告の表示が遅れ

て全く無意味な機能になってしまう．また担任用登

録と科目用登録のデータは別なので，遅刻してき

たか，欠席しているかの情報の違いが生じる可能

性がある． 
 

５．今後の発展 

 上記で述べた担任用登録と科目用登録のデータ

が共有できない問題，情報がタイムリーに把握が

できない問題を改善する必要がある．そのために

データベースを用いてデータを共有したり，IC タグ

を用いてタイムリーに情報を更新させる方法が考え

られる．そして,警告が表示された学生に直にメー

ルで送信する等注意を促す機能が考えられる． 
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